
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】押さえばねのばね圧を増強することなく、固定

刃と可動刃の摺動面の間に毛屑が噛み込まれるのを防ぐ

ことができる電気バリカンを提供する。

【解決手段】固定刃９と可動刃１０の少なくともいずれ

か一方の基体プレート１３・２５の互いの対向面となる

摺動面１７・２９に凹部１９を形成する。可動刃１０の

櫛状刃２６の基体プレート２５からの突出基端２６ａを

、凹部１９の前端縁１９ａよりも後方寄りとして、可動

刃１０の櫛溝２７を凹部１９に連通させる。これにて、

固定刃９の櫛状刃１５の摺動面１７上に載った毛屑を、

櫛溝２７の奥端部を介して凹部１９内に逃がすことがで

きるので、両櫛状刃１５・２６の摺動面１７・２９の間

に毛屑が噛み込まれて、両櫛状刃１５・２６の良好な密

着状態が阻害されることを効果的に阻止できる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 固 定 刃 （ ９ ） と 、 固 定 刃 （ ９ ） の 上 面 に 載 置 さ れ て 該 固 定 刃 （ ９ ） に 対 し て 左 右 方 向 に
往 復 摺 動 駆 動 さ れ る 可 動 刃 （ １ ０ ） と 、 可 動 刃 （ １ ０ ） を 固 定 刃 （ ９ ） に 押 し 付 け 付 勢 す
る 押 さ え ば ね （ １ １ ） と を 含 み 、
　 こ れ ら 固 定 刃 （ ９ ） お よ び 可 動 刃 （ １ ０ ） は 、 基 体 プ レ ー ト （ １ ３ ・ ２ ５ ） と 、 こ れ ら
基 体 プ レ ー ト （ １ ３ ・ ２ ５ ） の 前 端 に 左 右 方 向 に 配 列 さ れ た 多 数 本 の 櫛 状 刃 （ １ ５ ・ ２ ６
） と を 備 え て お り 、
　 こ れ ら 固 定 刃 （ ９ ） と 可 動 刃 （ １ ０ ） の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の 基 体 プ レ ー ト （ １ ３
・ ２ ５ ） の 互 い の 対 向 面 と な る 摺 動 面 （ １ ７ ・ ２ ９ ） に は 、 可 動 刃 （ １ ０ ） が 往 復 摺 動 す
る 際 の 摩 擦 抵 抗 の 軽 減 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 凹 部 （ １ ９ ） が 凹 み 形 成 さ れ て お り 、
　 可 動 刃 （ １ ０ ） の 櫛 状 刃 （ ２ ６ ） の 基 体 プ レ ー ト （ ２ ５ ） か ら の 突 出 基 端 （ ２ ６ ａ ） が
、 前 記 凹 部 （ １ ９ ） の 前 端 縁 （ １ ９ ａ ） よ り も 後 方 寄 り に 位 置 し て お り 、 隣 り 合 う 櫛 状 刃
（ ２ ６ ） 間 に 形 成 さ れ る 櫛 溝 （ ２ ７ ） が 、 凹 部 （ １ ９ ） に 連 通 す る よ う に し て あ る こ と を
特 徴 と す る 電 気 バ リ カ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 固 定 刃 （ ９ ） と 、 固 定 刃 （ ９ ） の 上 面 に 載 置 さ れ て 該 固 定 刃 （ ９ ） に 対 し て 左 右 方 向 に
往 復 摺 動 駆 動 さ れ る 可 動 刃 （ １ ０ ） と 、 可 動 刃 （ １ ０ ） を 固 定 刃 （ ９ ） に 押 し 付 け 付 勢 す
る 押 さ え ば ね （ １ １ ） と を 含 み 、
　 こ れ ら 固 定 刃 （ ９ ） お よ び 可 動 刃 （ １ ０ ） は 、 基 体 プ レ ー ト （ １ ３ ・ ２ ５ ） と 、 こ れ ら
基 体 プ レ ー ト （ １ ３ ・ ２ ５ ） の 前 端 に 左 右 方 向 に 配 列 さ れ た 多 数 本 の 櫛 状 刃 （ １ ５ ・ ２ ６
） と を 備 え て お り 、
　 こ れ ら 固 定 刃 （ ９ ） と 可 動 刃 （ １ ０ ） の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の 基 体 プ レ ー ト （ １ ３
・ ２ ５ ） の 互 い の 対 向 面 と な る 摺 動 面 （ １ ７ ・ ２ ９ ） に は 、 可 動 刃 （ １ ０ ） が 往 復 摺 動 す
る 際 の 摩 擦 抵 抗 の 軽 減 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 凹 部 （ １ ９ ） が 凹 み 形 成 さ れ て お り 、
　 固 定 刃 （ ９ ） の 基 体 プ レ ー ト （ １ ３ ） の 摺 動 面 （ １ ７ ） の 前 端 部 に 、 凹 部 （ １ ９ ） と 連
通 す る 溝 （ ３ ５ ） が 刻 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 気 バ リ カ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 溝 （ ３ ５ ） が 、 隣 接 す る 櫛 状 刃 （ １ ５ ） ど う し の 間 に 形 成 さ れ る 櫛 溝 （ １ ６ ） の 奥
端 部 を 起 点 と し て 、 後 方 に 向 か っ て 刻 設 さ れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 電 気 バ リ カ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 固 定 刃 （ ９ ） と 、 固 定 刃 （ ９ ） の 上 面 に 載 置 さ れ て 該 固 定 刃 （ ９ ） に 対 し て 左 右 方 向 に
往 復 摺 動 駆 動 さ れ る 可 動 刃 （ １ ０ ） と 、 可 動 刃 （ １ ０ ） を 固 定 刃 （ ９ ） に 押 し 付 け 付 勢 す
る 押 さ え ば ね （ １ １ ） と を 含 み 、
　 こ れ ら 固 定 刃 （ ９ ） お よ び 可 動 刃 （ １ ０ ） は 、 基 体 プ レ ー ト （ １ ３ ・ ２ ５ ） と 、 こ れ ら
基 体 プ レ ー ト （ １ ３ ・ ２ ５ ） の 前 端 に 左 右 方 向 に 配 列 さ れ た 多 数 本 の 櫛 状 刃 （ １ ５ ・ ２ ６
） と を 備 え て お り 、
　 こ れ ら 固 定 刃 （ ９ ） と 可 動 刃 （ １ ０ ） の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の 基 体 プ レ ー ト （ １ ３
・ ２ ５ ） の 互 い の 対 向 面 と な る 摺 動 面 （ １ ７ ・ ２ ９ ） に は 、 可 動 刃 （ １ ０ ） が 往 復 摺 動 す
る 際 の 摩 擦 抵 抗 の 軽 減 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 凹 部 （ １ ９ ） が 凹 み 形 成 さ れ て お り 、
　 可 動 刃 （ １ ０ ） の 櫛 状 刃 （ ２ ６ ） の 摺 動 面 （ ２ ９ ） に 、 凹 部 （ １ ９ ） と 連 通 す る 溝 （ ３
６ ） が 刻 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 気 バ リ カ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 固 定 刃 （ ９ ） を 構 成 す る 基 体 プ レ ー ト （ １ ３ ） の 前 端 縁 （ １ ３ ａ ） と 、 可 動 刃 （ １ ０ ）
の 櫛 状 刃 （ ２ ６ ） の 先 端 部 （ ２ ６ ｂ ） と で 規 定 さ れ る 、 可 動 刃 （ １ ０ ） の 櫛 状 刃 （ ２ ６ ）
の 固 定 刃 （ ９ ） の 基 体 プ レ ー ト （ １ ３ ） か ら の 前 方 側 へ の 突 出 寸 法 幅 （ ｔ １ ） が 、 可 動 刃
（ １ ０ ） の 櫛 状 刃 （ ２ ６ ） の 基 体 プ レ ー ト （ ２ ５ ） か ら の 突 出 基 端 （ ２ ６ ａ ） と 、 凹 部 （
１ ９ ） の 前 端 縁 （ １ ９ ａ ） と で 規 定 さ れ る 、 前 記 櫛 溝 （ ２ ７ ） の 凹 部 （ １ ９ ） 内 へ の 後 方
側 へ の 侵 入 寸 法 （ ｔ ２ ） よ り も 、 大 き く 設 定 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記
載 の 電 気 バ リ カ ン 。
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【 請 求 項 ６ 】
　 可 動 刃 （ １ ０ ） の 櫛 状 刃 （ ２ ６ ） の 基 体 プ レ ー ト （ ２ ５ ） か ら の 突 出 基 端 （ ２ ６ ａ ） に
お け る 左 右 の 幅 寸 法 （ ｔ ３ ） が 、 凹 部 （ １ ９ ） の 前 端 縁 （ １ ９ ａ ） に お け る 可 動 刃 （ １ ０
） の 櫛 状 刃 （ ２ ６ ） の 左 右 の 幅 寸 法 （ ｔ ４ ） よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し
５ の い ず れ か に 記 載 の 電 気 バ リ カ ン 。
【 請 求 項 ７ 】
　 可 動 刃 （ １ ０ ） の 上 面 に は 、 モ ー タ 動 力 を 受 け 継 ぐ 刃 ホ ル ダ （ ２ ３ ） が 固 定 さ れ て お り
、
　 刃 ホ ル ダ （ ２ ３ ） の 前 端 縁 （ ２ ３ ａ ） が 、 可 動 刃 （ １ ０ ） の 櫛 状 刃 （ ２ ６ ） の 基 体 プ レ
ー ト （ ２ ５ ） か ら の 突 出 基 端 （ ２ ６ ａ ） よ り も 前 方 寄 り に 存 し て い て 、 該 刃 ホ ル ダ （ ２ ３
） に よ り 、 櫛 状 刃 （ ２ ６ ） の 一 部 が 覆 わ れ て い る 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か に 記 載 の 電
気 バ リ カ ン 。
【 請 求 項 ８ 】
　 刃 ホ ル ダ （ ２ ３ ） の 前 端 縁 （ ２ ３ ａ ） の 前 後 位 置 が 、 固 定 刃 （ ９ ） を 構 成 す る 基 体 プ レ
ー ト （ １ ３ ） の 前 端 縁 （ １ ３ ａ ） と 、 凹 部 （ １ ９ ） の 前 端 縁 （ １ ９ ａ ） の 間 に 存 す る よ う
に し て い る 請 求 項 ７ 記 載 の 電 気 バ リ カ ン 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 固 定 刃 （ ９ ） 、 可 動 刃 （ １ ０ ） 、 刃 ホ ル ダ （ ２ ３ ） お よ び 押 さ え ば ね （ １ １ ） を 含
む 切 断 刃 ユ ニ ッ ト （ ５ ） が 、 本 体 ケ ー ス （ １ ） の ヘ ッ ド に 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ て お り 、
　 切 断 刃 ユ ニ ッ ト （ ５ ） の 上 面 側 を 覆 う ケ ー ス 壁 （ ７ ） と 、 該 ケ ー ス 壁 （ ７ ） の 前 端 に 対
向 す る 刃 ホ ル ダ （ ２ ３ ） の 上 面 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 、 可 動 刃 （ １ ０ ） が 固 定 刃 （
９ ） の 摺 動 面 （ １ ７ ） か ら 浮 き 離 れ る の を 規 制 す る た め の 規 制 突 起 （ ４ １ ） が 設 け ら れ て
い る 請 求 項 ７ 記 載 の 電 気 バ リ カ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 固 定 刃 と 、 固 定 刃 の 上 面 に 載 置 さ れ て 該 固 定 刃 に 対 し て 左 右 方 向 に 往 復 摺 動
駆 動 さ れ る 可 動 刃 と を 毛 髪 の 切 断 要 素 と す る 電 気 バ リ カ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 気 バ リ カ ン で は 、 固 定 刃 と 可 動 刃 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の 基 体 プ レ
ー ト の 摺 動 面 に 、 可 動 刃 が 左 右 方 向 に 往 復 摺 動 す る 際 の 摩 擦 抵 抗 の 軽 減 化 を 図 る こ と を 目
的 と し て 、 凹 部 を 段 付 き 状 に 凹 み 形 成 す る が 、 こ の よ う に 基 体 プ レ ー ト に 凹 部 を 備 え る 電
気 バ リ カ ン は 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い て 公 知 で あ る 。 そ こ で は 、 固 定 刃 と 可 動 刃 の 双 方
に 凹 部 を 形 成 し て 、 可 動 刃 の 往 復 摺 動 に 伴 う 摺 動 負 荷 の 軽 減 化 を 図 っ て い る 。 こ れ に よ れ
ば 、 可 動 刃 を 往 復 摺 動 駆 動 す る た め の モ ー タ 負 荷 や エ ネ ル ギ ー 消 費 量 を 抑 え る こ と が で き
、 と く に 電 池 の 消 耗 を 効 果 的 に 抑 止 で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ４ － ３ ３ １ ５ ２ 号 公 報 （ 図 ２ な い し 図 ５ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 種 の 電 気 バ リ カ ン で は 、 何 ら か の ば ね 材 で 可 動 刃 を 固 定 刃 に 押 し 付 け 付 勢 し て 、 両
者 の 刃 面 ど う し を 密 着 さ せ て い る 。 そ し て 、 固 定 刃 の 前 端 に 形 成 さ れ た 櫛 状 刃 で 毛 髪 を 挟
み 込 ん で 支 持 し つ つ 、 こ れ を 固 定 刃 に 対 し て 左 右 方 向 に 往 復 摺 動 す る 可 動 刃 の 櫛 状 刃 で 切
断 し て い る 。 し か し 、 両 櫛 状 刃 の 摺 動 面 の 間 に 毛 屑 が 噛 み 込 ま れ て 局 部 的 に 隙 間 が 生 じ る
と 、 両 櫛 状 刃 の 位 置 関 係 が 変 化 し て 、 毛 髪 を 適 切 に 切 断 で き な く な る と こ ろ に 問 題 が あ っ
た 。 ば ね 材 の ば ね 圧 を 増 強 す る と 、 固 定 刃 に 対 す る 可 動 刃 の 密 着 性 を 良 好 に 確 保 し て 、 両
刃 の 摺 動 面 に 毛 髪 が 噛 み 込 ま れ る こ と を あ る 程 度 は 抑 え る こ と が で き る が 、 毛 屑 の 噛 み 込
み 現 象 そ の も の を 解 消 で き る わ け で は な い 。 さ ら に ば ね 圧 の 増 強 に よ っ て 可 動 刃 の 摺 動 抵
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抗 が 増 加 す る た め 、 そ の 分 だ け モ ー タ の 動 力 損 が 増 加 し 、 動 力 効 率 が 低 下 す る の を 避 け ら
れ な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 押 さ え ば ね の
ば ね 圧 を 増 強 す る こ と な く 、 固 定 刃 と 可 動 刃 の 摺 動 面 の 間 に 毛 屑 が 噛 み 込 ま れ る の を 防 ぐ
こ と が で き 、 し た が っ て 毛 屑 の 噛 み 込 み に 起 因 す る 切 断 不 良 を 解 消 で き る と と も に 、 動 力
損 が 少 な く 高 効 率 な 電 気 バ リ カ ン を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 気 バ リ カ ン は 、 図 １ な い し 図 ８ に 示 す ご と く 、 固 定 刃 ９ と 、 固 定 刃 ９ の
上 面 に 載 置 さ れ て 該 固 定 刃 ９ に 対 し て 左 右 方 向 に 往 復 摺 動 駆 動 さ れ る 可 動 刃 １ ０ と 、 可 動
刃 １ ０ を 固 定 刃 ９ に 押 し 付 け 付 勢 す る 押 さ え ば ね １ １ と を 含 む 。 こ れ ら 固 定 刃 ９ お よ び 可
動 刃 １ ０ は 、 基 体 プ レ ー ト １ ３ ・ ２ ５ と 、 こ れ ら 基 体 プ レ ー ト １ ３ ・ ２ ５ の 前 端 に 左 右 方
向 に 配 列 さ れ た 多 数 本 の 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ と を 備 え て い る 。 図 １ 、 図 ５ お よ び 図 １ ０ に 示
す よ う に 、 こ れ ら 固 定 刃 ９ と 可 動 刃 １ ０ の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の 基 体 プ レ ー ト １ ３ ・
２ ５ の 互 い の 対 向 面 と な る 摺 動 面 １ ７ ・ ２ ９ に は 、 可 動 刃 １ ０ が 往 復 摺 動 す る 際 の 摩 擦 抵
抗 の 軽 減 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 凹 部 １ ９ を 凹 み 形 成 す る 。 そ し て 、 図 １ 、 図 ７ お よ
び 図 １ ０ に 示 す ご と く 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 基 体 プ レ ー ト ２ ５ か ら の 突 出 基 端 ２ ６
ａ を 、 前 記 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ よ り も 後 方 寄 り に 位 置 さ せ て 、 隣 り 合 う 櫛 状 刃 ２ ６ 間
に 形 成 さ れ る 櫛 溝 ２ ７ を 、 凹 部 １ ９ に 連 通 さ せ る 。 な お 、 図 １ な い し 図 ９ に は 、 固 定 刃 ９
の 摺 動 面 １ ７ に 凹 部 １ ９ を 設 け た 形 態 を 、 図 １ ０ は 、 可 動 刃 １ ０ の 摺 動 面 ２ ９ に 凹 部 １ ９
を 設 け た 形 態 を 示 し て い る 。 固 定 刃 ９ と 可 動 刃 １ ０ の 双 方 の 摺 動 面 １ ７ ・ ２ ９ に 凹 部 １ ９
を 形 成 し て も よ い （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 気 バ リ カ ン は 、 図 １ な い し 図 ８ に 示 す ご と く 、 固 定 刃 ９ と 、 固 定 刃 ９ の
上 面 に 載 置 さ れ て 該 固 定 刃 ９ に 対 し て 左 右 方 向 に 往 復 摺 動 駆 動 さ れ る 可 動 刃 １ ０ と 、 可 動
刃 １ ０ を 固 定 刃 ９ に 押 し 付 け 付 勢 す る 押 さ え ば ね １ １ と を 含 む 。 こ れ ら 固 定 刃 ９ お よ び 可
動 刃 １ ０ は 、 基 体 プ レ ー ト １ ３ ・ ２ ５ と 、 こ れ ら 基 体 プ レ ー ト １ ３ ・ ２ ５ の 前 端 に 左 右 方
向 に 配 列 さ れ た 多 数 本 の 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ と を 備 え て い る 。 図 １ 、 図 ５ お よ び 図 １ ０ に 示
す よ う に 、 こ れ ら 固 定 刃 ９ と 可 動 刃 １ ０ の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の 基 体 プ レ ー ト １ ３ ・
２ ５ の 互 い の 対 向 面 と な る 摺 動 面 １ ７ ・ ２ ９ に は 、 可 動 刃 １ ０ が 往 復 摺 動 す る 際 の 摩 擦 抵
抗 の 軽 減 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 凹 部 １ ９ を 凹 み 形 成 す る 。 そ し て 、 図 １ 、 図 ７ お よ
び 図 ９ に 示 す ご と く 、 固 定 刃 ９ の 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 摺 動 面 １ ７ の 前 端 部 に 、 凹 部 １ ９ と
連 通 す る 溝 ３ ５ を 刻 設 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 図 １ 、 図 ７ お よ び 図 ９ に 示 す ご と く 、 前 記 溝 ３ ５ は 、 隣 接 す る 櫛 状 刃 １ ５
ど う し の 間 に 形 成 さ れ る 櫛 溝 １ ６ の 奥 端 部 を 起 点 と し て 、 後 方 に 向 か っ て 刻 設 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 気 バ リ カ ン は 、 図 １ な い し 図 ８ に 示 す ご と く 、 固 定 刃 ９ と 、 固 定 刃 ９ の
上 面 に 載 置 さ れ て 該 固 定 刃 ９ に 対 し て 左 右 方 向 に 往 復 摺 動 駆 動 さ れ る 可 動 刃 １ ０ と 、 可 動
刃 １ ０ を 固 定 刃 ９ に 押 し 付 け 付 勢 す る 押 さ え ば ね １ １ と を 含 む 。 こ れ ら 固 定 刃 ９ お よ び 可
動 刃 １ ０ は 、 基 体 プ レ ー ト １ ３ ・ ２ ５ と 、 こ れ ら 基 体 プ レ ー ト １ ３ ・ ２ ５ の 前 端 に 左 右 方
向 に 配 列 さ れ た 多 数 本 の 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ と を 備 え て い る 。 図 １ 、 図 ５ お よ び 図 １ ０ に 示
す よ う に 、 こ れ ら 固 定 刃 ９ と 可 動 刃 １ ０ の 少 な く と も い ず れ か 一 方 の 基 体 プ レ ー ト １ ３ ・
２ ５ の 互 い の 対 向 面 と な る 摺 動 面 １ ７ ・ ２ ９ に は 、 可 動 刃 １ ０ が 往 復 摺 動 す る 際 の 摩 擦 抵
抗 の 軽 減 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 凹 部 １ ９ を 凹 み 形 成 す る 。 そ し て 、 図 １ お よ び 図 ７
に 示 す ご と く 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 摺 動 面 ２ ９ に 、 凹 部 １ ９ と 連 通 す る 溝 ３ ６ を 刻
設 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-204573 A 2006.8.10



　 そ の う え で 本 発 明 に お い て は 、 櫛 溝 ２ ６ を 長 く 形 成 し た り 、 溝 ３ ６ を 形 成 し た こ と に 伴
う 可 動 刃 １ ０ の 強 度 低 下 を 抑 制 す る こ と を 目 的 と し て 、 以 下 の 第 １ か ら 第 ３ に 示 す よ う な
種 々 の 工 夫 を 凝 ら し て い る 。 具 体 的 に は 第 １ に 、 図 ７ に 示 す ご と く 、 固 定 刃 ９ を 構 成 す る
基 体 プ レ ー ト １ ３ の 前 端 縁 １ ３ ａ と 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 先 端 部 ２ ６ ｂ と で 規 定 さ
れ る 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 固 定 刃 ９ の 基 体 プ レ ー ト １ ３ か ら の 前 方 側 へ の 突 出 寸 法
幅 （ ｔ １ ） を 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 基 体 プ レ ー ト ２ ５ か ら の 突 出 基 端 ２ ６ ａ と 、 凹
部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ と で 規 定 さ れ る 、 前 記 櫛 溝 ２ ７ の 凹 部 １ ９ 内 へ の 後 方 側 へ の 侵 入 寸
法 （ ｔ ２ ） よ り も 、 大 き く な る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ２ に 、 図 ７ に 示 す ご と く 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 基 体 プ レ ー ト ２ ５ か ら の 突 出 基
端 ２ ６ ａ に お け る 幅 寸 法 （ ｔ ３ ） が 、 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ に お け る 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状
刃 ２ ６ の 幅 寸 法 （ ｔ ４ ） よ り も 大 き く な る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ３ に 、 図 ３ 、 図 ４ お よ び 図 ８ （ ａ ） に 示 す ご と く 、 可 動 刃 １ ０ の 上 面 に 、 モ ー タ 動 力
を 受 け 継 ぐ 刃 ホ ル ダ ２ ３ を 固 定 し 、 該 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ を 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状
刃 ２ ６ の 基 体 プ レ ー ト ２ ５ か ら の 突 出 基 端 ２ ６ ａ よ り も 前 方 寄 り に 存 す る も の と し て 、 該
刃 ホ ル ダ ２ ３ に よ り 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 一 部 を 覆 う よ う に す る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 刃 ホ ル
ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ に 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 溝 ２ ７ の 形 状 と 一 致 す る よ う な 、 凹 み ４ ５ を 切
り 欠 き 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 場 合 に は 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す ご と く 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ の 前 後 位 置 が 、
固 定 刃 ９ を 構 成 す る 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 前 端 縁 １ ３ ａ と 、 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ の 間 に
存 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す ご と く 、 前 記 固 定 刃 ９ 、 可 動 刃 １ ０ 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ お よ び 押 さ え
ば ね １ １ を 含 む 切 断 刃 ユ ニ ッ ト ５ を 、 本 体 ケ ー ス １ の ヘ ッ ド に 着 脱 可 能 に 装 着 す る 。 そ し
て 、 切 断 刃 ユ ニ ッ ト ５ の 上 面 側 を 覆 う ケ ー ス 壁 ７ と 、 該 ケ ー ス 壁 ７ の 前 端 に 対 向 す る 刃 ホ
ル ダ ２ ３ の 上 面 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 、 可 動 刃 １ ０ が 固 定 刃 ９ の 摺 動 面 １ ７ か ら 浮
き 離 れ る の を 規 制 す る た め の 規 制 突 起 ４ １ を 設 け る こ と が で き る 。 な お 、 図 ３ お よ び 図 ４
の 図 示 例 で は 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 上 面 に 規 制 突 起 ４ １ を 設 け て い る が 、 ケ ー ス 壁 ７ の 前 端 部
に 規 制 突 起 を 設 け て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 図 １ お よ び 図 ７ に 示 す ご と く 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 基 体 プ レ ー ト ２
５ か ら の 突 出 基 端 ２ ６ ａ を 、 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ よ り も 後 方 寄 り と し て 、 可 動 刃 １ ０
の 櫛 溝 ２ ７ を 凹 部 １ ９ に 連 通 さ せ た 。 こ れ に よ れ ば 、 固 定 刃 ９ の 櫛 状 刃 １ ５ の 摺 動 面 １ ７
上 に 載 っ た 毛 屑 を 、 櫛 溝 ２ ７ の 奥 端 部 を 介 し て 凹 部 １ ９ 内 に 逃 が す こ と が で き る の で 、 両
櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ の 摺 動 面 １ ７ ・ ２ ９ の 間 に 毛 屑 が 噛 み 込 ま れ て 、 両 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ の
良 好 な 密 着 状 態 が 阻 害 さ れ る こ と を 効 果 的 に 阻 止 で き 、 し た が っ て 、 従 来 の 電 気 バ リ カ ン
に お い て は 避 け ら れ な か っ た 、 毛 屑 の 噛 み 込 み に 起 因 す る 動 作 不 良 を 確 実 に 解 消 で き る 。
押 さ え ば ね １ １ の ば ね 圧 を 増 強 し て 固 定 刃 ９ に 対 す る 可 動 刃 １ ０ の 良 好 な 密 着 状 態 を 確 保
す る 場 合 に 避 け ら れ な い 、 可 動 刃 １ ０ の 摺 動 抵 抗 の 増 加 も な く 、 モ ー タ ２ の 動 力 効 率 を 向
上 で き る 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ お よ び 図 ９ に 示 す ご と く 、 固 定 刃 ９ の 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 摺 動 面 １ ７ の 前 端 部 に 、
凹 部 １ ９ と 連 通 す る 溝 ３ ５ を 刻 設 し て あ る と 、 固 定 刃 ９ の 櫛 状 刃 １ ５ の 摺 動 面 １ ７ 上 に 載
っ た 毛 屑 を 、 溝 ３ ５ を 介 し て 凹 部 １ ９ 内 に 逃 が す こ と が で き る の で 、 両 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６
の 摺 動 面 １ ７ ・ ２ ９ の 間 に 毛 屑 が 噛 み 込 ま れ て 、 両 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ の 良 好 な 密 着 状 態 が
阻 害 さ れ る こ と を 効 果 的 に 阻 止 で き 、 し た が っ て 、 従 来 の 電 気 バ リ カ ン に お い て は 避 け ら
れ な か っ た 、 毛 屑 の 噛 み 込 み に 起 因 す る 動 作 不 良 を 確 実 に 解 消 で き る 。 押 さ え ば ね １ １ の
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ば ね 圧 を 増 強 し て 固 定 刃 ９ に 対 す る 可 動 刃 １ ０ の 良 好 な 密 着 状 態 を 確 保 す る 場 合 に 避 け ら
れ な い 、 可 動 刃 １ ０ の 摺 動 抵 抗 の 増 加 も な く 、 モ ー タ ２ の 動 力 効 率 を 向 上 で き る 利 点 も あ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 場 合 の 溝 ３ ５ の 形 状 と し て は 、 図 １ お よ び 図 ７ に 示 す よ う な 形 態 の ほ か 、 図 ９ に 示
す よ う な 形 態 を 採 る こ と が で き る 。 つ ま り 、 図 １ お よ び 図 ７ に 示 す ご と く 、 溝 ３ ５ は 、 隣
接 す る 櫛 状 刃 １ ５ ど う し の 間 に 形 成 さ れ る 櫛 溝 １ ６ の 奥 端 部 を 起 点 と し て 、 後 方 に 向 か っ
て 刻 設 さ れ て い て も よ い し 、 図 ９ に 示 す ご と く 、 櫛 溝 １ ６ と は 非 連 通 で あ っ て も よ い 。 要
は 溝 ３ ５ が 凹 部 １ ９ と 連 通 し て い れ ば 、 上 述 の ご と く 溝 ３ ５ を 介 し て 毛 屑 を 凹 部 １ ９ 内 に
逃 が す こ と が で き 、 溝 ３ ５ の 本 数 や 形 状 は 問 わ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ お よ び 図 ７ に 示 す ご と く 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 摺 動 面 ２ ９ に 、 凹 部 １ ９ と 連
通 す る 溝 ３ ６ を 刻 設 し て あ る と 、 固 定 刃 ９ の 櫛 状 刃 １ ５ の 摺 動 面 １ ７ 上 に 載 っ た 毛 屑 を 、
溝 ３ ６ を 介 し て 凹 部 １ ９ 内 に 逃 が す こ と が で き る の で 、 両 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ の 摺 動 面 １ ７
・ ２ ９ の 間 に 毛 屑 が 噛 み 込 ま れ て 、 両 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ の 良 好 な 密 着 状 態 が 阻 害 さ れ る こ
と を 効 果 的 に 阻 止 で き 、 し た が っ て 、 従 来 の 電 気 バ リ カ ン に お い て は 避 け ら れ な か っ た 、
毛 屑 の 噛 み 込 み に 起 因 す る 動 作 不 良 を 確 実 に 解 消 で き る 。 押 さ え ば ね １ １ の ば ね 圧 を 増 強
し て 固 定 刃 ９ に 対 す る 可 動 刃 １ ０ の 良 好 な 密 着 状 態 を 確 保 す る 場 合 に 避 け ら れ な い 、 可 動
刃 １ ０ の 摺 動 抵 抗 の 増 加 も な く 、 モ ー タ ２ の 動 力 効 率 を 向 上 で き る 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 基 体 プ レ ー ト ２ ５ か ら の 突 出 基 端 ２ ６ ａ を 、
固 定 刃 ９ の 摺 動 面 １ ７ に 設 け た 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ よ り も 後 方 寄 り に く る よ う に す る
と 、 必 然 的 に 、 基 体 プ レ ー ト ２ ５ か ら の 櫛 状 刃 ２ ６ の 前 方 へ の 突 出 寸 法 幅 は 、 従 来 形 態 に
比 べ て 大 き な も の と な る （ つ ま り 、 各 櫛 状 刃 ２ ６ の 前 後 の 長 さ 寸 法 は 、 従 来 形 態 に 比 べ て
大 き な も の と な る 。 ） 。 こ の た め 、 押 さ え ば ね １ １ の 押 圧 力 を 受 け て 、 固 定 刃 ９ の 摺 動 面
１ ７ か ら 浮 き 離 れ る 方 向 に 、 櫛 状 刃 ２ ６ が 折 れ 曲 が る お そ れ が あ る 。 具 体 的 に は 、 固 定 刃
９ の 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 摺 動 面 １ ７ で 裏 打 ち 状 に 支 持 さ れ て い な い 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 突 出 基
端 ２ ６ ａ で 該 櫛 状 刃 ２ ６ が 折 れ 曲 が る お そ れ が あ る 。 可 動 刃 １ ０ の 各 櫛 状 刃 ２ ６ の 摺 動 面
２ ９ に 、 凹 部 １ ９ と 連 通 す る 溝 ３ ６ を 刻 設 し た 場 合 に は な お さ ら で あ る 。 か か る 櫛 状 刃 ２
６ の 折 れ 曲 が り を 防 止 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 図 ７ に 示 す ご と く 、 両 刃 ９ ・ １ ０ の 形 状
を ｔ １ ＞ ｔ ２ の 関 係 を 満 た す も の と し た 。 な お 、 こ こ で 言 う ｔ １ と は 、 固 定 刃 ９ を 構 成 す
る 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 前 端 縁 １ ３ ａ と 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 先 端 部 ２ ６ ｂ と で 規 定
さ れ る 、 固 定 刃 ９ の 基 体 プ レ ー ト １ ３ か ら の 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 前 方 側 へ の 突 出 寸
法 幅 で あ る 。 ｔ ２ と は 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 基 体 プ レ ー ト ２ ５ か ら の 突 出 基 端 ２ ６
ａ と 、 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ と で 規 定 さ れ る 、 櫛 溝 ２ ７ の 凹 部 １ ９ 内 へ の 後 方 側 へ の 侵
入 寸 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 ｔ １ ＞ ｔ ２ の 関 係 を 満 た す よ う に し て あ る と 、 押 さ え ば ね １ １ に よ る 押 圧
力 を 受 け て 反 力 を 生 じ る 部 分 か ら 突 出 基 端 ２ ６ ａ ま で の 距 離 を 可 及 的 に 短 く で き る の で 、
該 突 出 基 端 ２ ６ ａ で 櫛 状 刃 ２ ６ が 折 れ 曲 が る の を 効 果 的 に 防 ぐ こ と が で き る 。 つ ま り 、 ｔ
１ ＞ ｔ ２ を 関 係 を 満 た す も の の （ 図 ８ （ ａ ） 参 照 ） ほ う が 、 ｔ １ ＜ ｔ ２ の 関 係 を 満 た す 場
合 （ 図 ８ （ ｂ ） 参 照 ） よ り も 、 反 力 起 点 ４ ０ ま で の 距 離 が 短 く で き る た め （ ｄ １ ＞ ｄ ２ ）
、 し た が っ て 、 突 出 基 端 ２ ６ ａ に 加 わ る 押 さ え ば ね １ １ の 押 圧 力 を 可 及 的 に 小 さ く 抑 え て
、 突 出 基 端 ２ ６ ａ か ら 櫛 状 刃 ２ ６ が 折 れ 曲 が る こ と を 効 果 的 に 阻 止 で き る 。 こ れ に て 、 櫛
状 刃 ２ ６ の 前 後 の 長 さ 寸 法 を 大 き く し た り 、 櫛 状 刃 ２ ６ に 溝 ３ ６ を 設 け る こ と に 伴 う 可 動
刃 １ ０ の 強 度 低 下 を 抑 制 で き る の で 、 可 動 刃 １ ０ の 厚 み 寸 法 を 増 す こ と な く 、 そ の 強 度 を
必 要 か つ 十 分 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と を 目 的 と し て 、 図 ７ に 示 す ご と く 、 ｔ ３ ＞ ｔ ４ の 関 係 を 満 た
す も の と す る こ と が で き る 。 な お こ こ で の ｔ ３ と は 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 突 出 基 端 ２ ６ ａ に お け
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る 幅 寸 法 を 、 ｔ ４ と は 、 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ に お け る 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 幅 寸
法 を 示 し て い る 。 こ の よ う に 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 形 状 を ｔ ３ ＞ ｔ ４ の 関 係 を 満 た す も の と し て
い る と 、 先 の ｔ １ ＞ ｔ ２ と し た 場 合 と 同 様 に 、 櫛 状 刃 ２ ６ が 突 出 基 端 ２ ６ ａ か ら 折 れ 曲 が
る の を 効 果 的 に 阻 止 で き る 。 つ ま り 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 形 状 と し て は 、 こ れ と は 逆 の ｔ ３ ＜ ｔ
４ の 関 係 を 満 た す も の と し て 、 櫛 溝 ２ ７ の 奥 端 部 の 左 右 の 幅 寸 法 を 大 き く 採 る こ と も 考 え
ら れ る が 、 そ の 場 合 に は 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 突 出 基 端 ２ ６ ａ の 幅 寸 法 が 小 さ く な る た め 、 櫛 状
刃 ２ ６ が 折 れ 曲 が り や す く な る こ と が 避 け ら れ な い 。 そ の 点 、 本 発 明 の の よ う に 、 ｔ ３ ＞
ｔ ４ の 関 係 を 満 た す も の と し て 、 突 出 基 端 ２ ６ ａ の 幅 寸 法 を 大 き く し て あ る と 、 該 突 出 基
端 ２ ６ ａ に お け る 剛 性 を 良 好 に 確 保 し て 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 折 れ 曲 が り を 効 果 的 に 阻 止 で き る
。 つ ま り 、 こ れ に よ っ て も 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 前 後 の 長 さ 寸 法 を 大 き く し た り 、 櫛 状 刃 ２ ６ に
溝 ３ ６ を 設 け る こ と に 伴 う 可 動 刃 １ ０ の 強 度 低 下 を 抑 制 で き る の で 、 可 動 刃 １ ０ の 厚 み 寸
法 を 増 す こ と な く 、 そ の 強 度 を 必 要 か つ 十 分 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 可 動 刃 １ ０ が 装 着 さ れ る 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ を 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 突 出 基 端 ２ ６ ａ
よ り も 前 方 寄 り に 配 置 し て 、 該 刃 ホ ル ダ ２ ３ に よ り 櫛 状 刃 ２ ６ の 一 部 を 覆 っ て あ る と 、 刃
ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ に よ り 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 突 出 基 端 ２ ６ ａ を 裏 打 ち 状
に 支 持 す る こ と が で き る の で 、 こ れ に よ っ て も 、 該 突 出 基 端 ２ ６ ａ か ら 櫛 状 刃 ２ ６ が 折 れ
曲 が る の を 効 果 的 に 阻 止 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 こ れ に よ っ て も 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 前 後
の 長 さ 寸 法 を 大 き く し た り 、 櫛 状 刃 ２ ６ に 溝 ３ ６ を 設 け る こ と に 伴 う 可 動 刃 １ ０ の 強 度 低
下 を 抑 制 で き る の で 、 可 動 刃 １ ０ の 厚 み 寸 法 を 増 す こ と な く 、 そ の 強 度 を 必 要 か つ 十 分 な
も の と す る こ と が で き る 。 そ の う え で 図 １ １ に 示 す よ う に 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ
に 、 櫛 溝 ２ ７ と 同 形 状 の 凹 み ４ ５ を 形 成 し て あ る と 、 先 の 櫛 状 刃 ２ ６ の 補 強 効 果 に 加 え て
、 毛 屑 の 上 方 へ の 排 出 効 果 を 得 る こ と も で き る 。 つ ま り 、 固 定 刃 ９ を 構 成 す る 基 体 プ レ ー
ト １ ３ の 前 端 縁 の 摺 動 面 １ ７ 上 に 毛 屑 が 載 っ た 場 合 で も 、 こ れ を 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６
の エ ッ ジ 部 で こ そ ぎ 落 と し て 上 方 に 掻 き 揚 げ て 、 凹 み ４ ５ を 介 し て 外 部 に 排 出 す る こ と が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ８ （ ａ ） に 示 す ご と く 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ の 前 後 位 置 は 、 固 定 刃 ９ を 構 成
す る 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 前 端 縁 １ ３ ａ と 、 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ の 間 に 存 す る こ と が 好
ま し い 。 こ れ は 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ の 前 後 位 置 が 、 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ よ
り も 後 方 寄 り に あ る と 、 先 の 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 突 出 基 端 ２ ６ ａ に 対 す る 裏 打 ち 支
持 効 果 が 良 好 に 発 揮 さ れ な い こ と 、 お よ び 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ の 前 後 位 置 が 、 固
定 刃 ９ を 構 成 す る 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 前 端 縁 １ ３ ａ よ り も 前 方 寄 り に あ る と 、 実 質 的 に 毛
髪 の 切 断 に 寄 与 す る 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 前 後 の 長 さ が 短 く な っ て 、 実 用 利 便 上 の 不
具 合 が 生 じ る こ と に 拠 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 切 断 刃 ユ ニ ッ ト ５ の 上 面 側 を 覆 う ケ ー ス 壁 ７ と 、 可 動 刃 １ ０ と の 対 向 面 と の 少 な く と も
い ず れ か 一 方 に 規 制 突 起 ４ １ を 設 け て 、 可 動 刃 １ ０ が 固 定 刃 ９ の 摺 動 面 １ ７ か ら 浮 き 離 れ
る の を 規 制 し て い る と 、 例 え ば 硬 い 髪 質 の 髪 を 刈 り 込 む よ う な 場 合 に 、 切 断 刃 ユ ニ ッ ト ５
に 対 す る 切 断 負 荷 が 過 大 と な っ て も 、 可 動 刃 １ ０ を 固 定 刃 ９ に 密 着 さ せ て 適 性 に 毛 髪 を 切
断 で き 、 こ の 点 で も 切 断 不 良 を 確 実 に 解 消 で き る 。 可 動 刃 １ ０ が 固 定 刃 ９ か ら 浮 き 上 が る
こ と が な い か ら 、 毛 屑 の 噛 み 込 み に 起 因 す る 切 断 不 良 の 解 消 に も 貢 献 で き る 。 さ ら に 、 規
制 突 起 ４ １ に よ っ て 、 可 動 刃 １ ０ の 浮 き 上 が り が 規 制 さ れ て い る の で 、 例 え ば 、 押 さ え ば
ね １ １ の ば ね 圧 を 増 強 し て 可 動 刃 １ ０ の 浮 き 上 が り を 規 制 す る 場 合 に 避 け ら れ な い 、 可 動
刃 １ ０ の 摺 動 抵 抗 の 増 加 も な く 、 こ の 点 で も モ ー タ ２ の 動 力 効 率 の 向 上 に 貢 献 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ な い し 図 ８ は 本 発 明 に 係 る 電 気 バ リ カ ン の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 ２ に お い て 電 気 バ リ
カ ン は 、 本 体 ケ ー ス １ の 内 部 に モ ー タ ２ お よ び 二 次 電 池 ３ な ど を 収 容 し 、 ケ ー ス 前 部 の ヘ
ッ ド 部 に 切 断 刃 ユ ニ ッ ト ５ を 着 脱 自 在 に 装 着 し て な る 。 本 体 ケ ー ス １ の 外 側 一 側 （ 図 示 例
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で は 左 側 ） に は 、 モ ー タ ２ の 通 電 状 態 を 制 御 す る ス イ ッ チ ノ ブ ６ を 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ に お い て 本 体 ケ ー ス １ は 、 蓋 合 わ せ 状 に 結 合 さ れ る 上 ケ ー ス １ ａ と 下 ケ ー ス １ ｂ と
か ら な り 、 上 ケ ー ス １ ａ の 前 端 に フ ー ド 状 の ケ ー ス 壁 ７ を 張 り 出 し 形 成 し て あ る 。 こ の ケ
ー ス 壁 ７ の 斜 め の 開 口 部 分 に 切 断 刃 ユ ニ ッ ト ５ を 装 着 す る 。 切 断 刃 ユ ニ ッ ト ５ は 、 固 定 刃
９ と 、 固 定 刃 ９ に 沿 っ て 往 復 駆 動 さ れ る 可 動 刃 １ ０ と 、 可 動 刃 １ ０ を 固 定 刃 ９ に 押 し 付 け
付 勢 す る 押 さ え ば ね １ １ な ど で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ お よ び 図 ５ に お い て 固 定 刃 ９ は 、 刃 ホ ル ダ １ ２ に 溶 着 固 定 さ れ る 長 方 形 状 の 基 体 プ
レ ー ト １ ３ と 、 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 前 端 に 配 列 さ れ た 複 数 本 の 櫛 状 刃 １ ５ と を 備 え る ス テ
ン レ ス 成 形 品 で あ る 。 各 櫛 状 刃 １ ５ は 、 先 端 側 に 向 か う に 従 っ て 幅 寸 法 が 小 さ く な る 、 先
窄 ま り の テ ー パ ー 状 を 呈 し て お り 、 こ れ ら 櫛 状 刃 １ ５ は 、 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 前 端 縁 か ら
片 持 ち 状 に 前 方 に 向 か っ て 延 出 形 成 さ れ て い る 。 櫛 状 刃 １ ５ は 、 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 前 端
に 等 間 隔 を 置 い て 配 列 さ れ て お り 、 隣 り 合 う 櫛 状 刃 １ ５ ど う し の 間 に は 櫛 溝 １ ６ が 形 成 さ
れ て い る 。 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 上 面 、 す な わ ち 、 可 動 刃 １ ０ の 基 体 プ レ ー ト ２ ５ に 対 向 す
る 摺 動 面 １ ７ に は 、 可 動 刃 １ ０ が 摺 動 す る 際 の 摩 擦 抵 抗 を 軽 減 す る た め に 凹 部 １ ９ が 形 成
さ れ て い る 。 こ こ で は 、 ハ ー フ エ ッ チ ン グ （ 一 方 向 側 か ら の み の エ ッ チ ン グ ） に よ っ て 、
凹 部 １ ９ を 形 成 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ に 示 す ご と く 、 刃 ホ ル ダ １ ２ は 逆 台 形 状 の プ ラ ス チ ッ ク 成 形 品 で あ り 、 そ の 下 端 中
央 に 支 軸 部 ２ ０ を 有 し 、 上 面 の 左 右 に 係 合 突 起 ２ １ を 突 出 形 成 し て あ る 。 図 ３ お よ び 図 ４
に 示 す よ う に 支 軸 部 ２ ０ を 下 ケ ー ス に 設 け た 軸 受 溝 ２ ２ に 差 し 込 み 係 合 し 、 係 合 突 起 ２ １
を 本 体 ケ ー ス １ に 固 定 し た 捕 捉 ば ね ２ ４ で 係 合 捕 捉 す る こ と に よ り 、 固 定 刃 ９ を 本 体 ケ ー
ス １ と 一 体 化 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ お よ び 図 ５ に お い て 可 動 刃 １ ０ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 品 で あ る 刃 ホ ル ダ ２ ３ に 溶 着
固 定 さ れ る 長 方 形 状 の 基 体 プ レ ー ト ２ ５ と 、 基 体 プ レ ー ト ２ ５ の 前 端 に 配 列 さ れ た 複 数 本
の 櫛 状 刃 ２ ６ と を 備 え る ス テ ン レ ス 成 形 品 で あ り 、 固 定 刃 ９ の 摺 動 面 １ ７ 上 に 載 置 さ れ た
状 態 で 、 固 定 刃 ９ に 対 し て 往 復 摺 動 駆 動 さ れ る 。 櫛 状 刃 ２ ６ の 形 状 は 、 先 の 固 定 刃 ９ の 櫛
状 刃 １ ５ と 略 同 様 で あ る 。 す な わ ち 、 各 櫛 状 刃 ２ ６ は 、 先 端 側 に 向 か う に 従 っ て 幅 寸 法 が
小 さ く な る 、 先 窄 ま り の テ ー パ ー 状 を 呈 し て い る 。 こ れ ら 櫛 状 刃 ２ ６ は 、 基 体 プ レ ー ト ２
５ の 前 端 縁 か ら 片 持 ち 状 に 前 方 に 向 か っ て 延 出 さ れ て い る 。 櫛 状 刃 ２ ６ は 、 基 体 プ レ ー ト
２ ５ の 前 端 に 等 間 隔 を 置 い て 配 列 さ れ て お り 、 隣 り 合 う 櫛 状 刃 ２ ５ ど う し の 間 に は 櫛 溝 ２
７ が 形 成 さ れ て い る 。 基 体 プ レ ー ト ２ ５ お よ び 櫛 状 刃 ２ ６ の 下 面 は 、 固 定 刃 ９ の 基 体 プ レ
ー ト １ ３ お よ び 櫛 状 刃 １ ５ の 摺 動 面 １ ７ と 接 す る 、 平 滑 な 摺 動 面 ２ ９ と な っ て い る （ 図 ３
お よ び 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ に 示 す ご と く 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 中 央 に は 、 後 述 す る 偏 心 カ ム 軸 ３ ２ と 係 合 す る 受 動
枠 ３ ０ を 突 設 し て あ る 。 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 上 面 左 右 に は 、 押 さ え ば ね １ １ の 各 ば ね 腕 １ １ ｃ
・ １ １ ｃ を 連 結 す る た め の ば ね 受 け 穴 ３ １ が 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ お よ び 図 ５ に 示 す ご と く 、 押 さ え ば ね １ １ は 、 ば ね 鋼 な ど の 金 属 線 材 を 素 材 に し て
形 成 し て あ り 、 左 右 一 対 の コ イ ル 部 １ １ ａ ・ １ １ ａ ど う し を 掛 止 腕 １ １ ｂ を 介 し て 橋 絡 し
、 各 コ イ ル 部 １ １ ａ の 両 側 か ら ば ね 腕 １ １ ｃ を 連 出 し た 捻 り コ イ ル ば ね か ら な る 。 ば ね 腕
１ １ ｃ の 先 端 に は 、 前 記 ば ね 受 け 穴 ３ １ と 係 合 す る 爪 １ １ ｄ を 折 り 曲 げ 形 成 し て あ る 。 図
３ お よ び 図 ４ に 示 す ご と く 、 可 動 刃 １ ０ を 固 定 刃 ９ に 接 合 し 、 各 コ イ ル 部 １ １ ａ ・ １ １ ａ
を 刃 ホ ル ダ １ ２ の 保 持 枠 に 装 填 し 、 さ ら に 掛 止 腕 １ １ ｂ を 刃 ホ ル ダ １ ２ の 受 壁 に 係 止 し た
状 態 で 、 左 右 の 各 ば ね 腕 １ １ ｃ の 爪 １ １ ｄ を ば ね 受 け 穴 ３ １ に 係 合 す る こ と に よ り 、 可 動
刃 １ ０ を 固 定 刃 ９ に 押 し 付 け て 一 体 化 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 上 記 の よ う に 押 さ え ば ね １ １ で 固 定 刃 ９ に 押 し 付 け 装 着 し た 可 動 刃 １ ０ は 、 偏 心 カ ム 軸
３ ２ の 偏 心 幅 分 だ け 左 右 方 向 へ 往 復 ス ラ イ ド 移 動 で き る 。 な お 、 モ ー タ ２ の 回 動 動 力 は 、
そ の 出 力 軸 に 固 定 し た 偏 心 カ ム 軸 ３ ２ を 介 し て 伝 動 さ れ 、 偏 心 カ ム 軸 ３ ２ に 固 定 の 偏 心 ピ
ン ３ ３ と 受 動 枠 ３ ０ と に よ っ て 左 右 方 向 の 往 復 動 力 に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 か ら な る 電 気 バ リ カ ン に お い て は 、 両 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ の 摺 動 面 １ ７
・ ２ ９ の 間 に 毛 屑 が 噛 み 込 ま れ る と 、 櫛 状 刃 ２ ６ （ 可 動 刃 １ ０ 側 ） の 摺 動 面 ２ ９ の 櫛 状 刃
１ ５ （ 固 定 刃 ９ 側 ） の 摺 動 面 １ ７ に 対 す る 密 着 状 態 が 解 か れ て 、 両 櫛 状 刃 ２ ６ ・ １ ５ の 位
置 関 係 が 変 化 し 、 切 断 不 良 を 起 こ す お そ れ が あ る 。 こ う し た 毛 屑 の 噛 み 込 み に 起 因 す る 切
断 不 良 を 防 止 す る た め に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 図 １ お よ び 図 ７ に 示 す ご と く 、 可 動 刃
１ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 基 体 プ レ ー ト ２ ５ か ら の 突 出 基 端 ２ ６ ａ を 、 固 定 刃 ９ の 摺 動 面 １ ７ に
設 け た 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ よ り も 後 方 寄 り に く る よ う に し て 、 隣 り 合 う 可 動 刃 １ ０ の
櫛 状 刃 ２ ６ 間 に 形 成 さ れ る 櫛 溝 ２ ７ を 凹 部 １ ９ に 連 通 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 凹 部 １ ９ に 櫛 溝 ２ ７ を 連 通 さ せ る と 、 固 定 刃 ９ の 櫛 状 刃 １ ５ の 摺 動 面 １ ７
上 に 毛 屑 が 載 っ た 場 合 で も 、 毛 屑 を 櫛 溝 ２ ７ の 奥 端 部 を 介 し て 凹 部 １ ９ 内 に 逃 が す こ と が
で き る の で 、 両 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ の 摺 動 面 １ ７ ・ ２ ９ の 間 に 毛 屑 が 噛 み 込 ま れ る の を 効 果
的 に 防 止 す る こ と が で き 、 し た が っ て 可 動 刃 １ ０ の 摺 動 面 ２ ９ の 固 定 刃 １ ５ の 摺 動 面 １ ７
に 対 す る 密 着 状 態 を 良 好 に 確 保 し て 、 切 断 不 良 の 発 生 を 解 消 す る こ と が で き る 。 ま た 、 固
定 刃 ９ を 構 成 す る 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 前 端 縁 の 摺 動 面 １ ７ 上 に 毛 屑 が 載 っ た 場 合 で も 、 こ
れ を 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の エ ッ ジ 部 で こ そ ぎ 落 と し て 、 凹 部 １ ９ 内 に 逃 が し た り 、 上
方 に 掻 き 揚 げ て 排 出 す る こ と が で き る の で 、 こ の 点 で も 固 定 刃 ９ と 可 動 刃 １ ０ の 摺 動 面 １
７ ・ ２ ９ の 間 に 毛 屑 が 噛 み 込 ま れ る こ と を 効 果 的 に 防 止 し て 、 切 断 不 良 の 発 生 解 消 に 貢 献
で き る 。 尤 も 、 か か る 上 方 へ の 排 出 作 用 は 、 図 示 例 の よ う に 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３
ａ を 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 突 出 基 端 ２ ６ ａ よ り も 前 方 寄 り に 配 置 し て 、 該 刃 ホ ル ダ ２ ３ に よ り 櫛
状 刃 ２ ６ の 一 部 を 覆 う よ う に オ ー バ ー ラ ッ プ さ せ る 形 態 で は な く 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁
２ ３ ａ を 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 突 出 基 端 ２ ６ ａ よ り も 後 方 寄 り に 配 置 し て 、 該 刃 ホ ル ダ ２ ３ を 櫛
状 刃 ２ ６ に オ ー バ ー ラ ッ プ さ せ な い 形 態 に お い て 良 好 に 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 加 え て 本 実 施 形 態 に お い て は 、 先 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と を 目 的 と し て 、 図 １ 、 図 ６ お
よ び 図 ７ に 示 す ご と く 、 固 定 刃 １ ５ の 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 摺 動 面 １ ７ の 前 端 部 に 、 凹 １ ９
部 と 連 通 す る 溝 ３ ５ を 刻 設 し て あ る 。 つ ま り 、 凹 部 １ ９ 内 に 毛 屑 を 逃 が す こ と を 目 的 と し
て 、 溝 ３ ５ を 刻 設 し て あ る 。 こ こ で は 、 固 定 刃 １ ５ の 櫛 溝 １ ６ の 奥 端 部 を 起 点 と し て 、 後
方 に 伸 び る よ う に 、 平 面 視 で 前 後 に 長 い 長 方 形 状 の 溝 ３ ５ を 上 向 き の 段 付 き 状 に 凹 み 形 成
し て あ る 。 こ れ に よ っ て も 、 固 定 刃 ９ の 櫛 状 刃 １ ５ の 摺 動 面 １ ７ 上 に 毛 屑 が 載 っ た 場 合 で
も 、 溝 ３ ５ を 介 し て 毛 屑 を 凹 部 １ ９ 内 に 逃 が す こ と が で き る の で 、 先 に 述 べ た よ う に 凹 部
１ ９ に 櫛 溝 ２ ７ を 連 通 さ せ た こ と と 相 俟 っ て 、 両 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ の 摺 動 面 １ ７ ・ ２ ９ の
間 に 毛 屑 が 噛 み 込 ま れ る こ と に 起 因 す る 切 断 不 良 の 発 生 を 確 実 に 解 消 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 同 様 の 効 果 を 得 る こ と を 目 的 と し て 、 図 １ 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す ご と く 、 可 動
刃 １ ０ の 各 櫛 状 刃 ２ ６ の 摺 動 面 ２ ９ に 、 凹 部 １ ９ と 連 通 す る 溝 ３ ６ を 前 後 方 向 に 刻 設 し て
あ る 。 つ ま り 、 凹 部 １ ９ 内 に 毛 屑 を 逃 が す こ と を 目 的 と し て 、 溝 ３ ６ を 刻 設 し て あ る 。 こ
こ で は 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 先 端 部 ２ ６ ｂ の 近 傍 か ら 後 方 に 向 か っ て 、 平 面 視 で 前 後 に 長 い 長 方
形 状 の 溝 ３ ６ を 下 向 き の 開 口 を 有 す る 段 付 き 状 に 凹 み 形 成 し た 。 こ れ に よ っ て も 固 定 刃 ９
の 櫛 状 刃 １ ５ の 摺 動 面 １ ７ 上 に 毛 屑 が 載 っ た 場 合 で も 、 溝 ３ ６ を 介 し て 毛 屑 を 凹 部 １ ９ 内
に 逃 が す こ と が で き る の で 、 先 に 述 べ た よ う に 凹 部 １ ９ に 櫛 溝 ２ ７ を 連 通 さ せ た こ と 、 お
よ び 固 定 刃 ９ に 溝 ３ ５ を 刻 設 し た こ と と 相 俟 っ て 、 両 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ の 摺 動 面 １ ７ ・ ２
９ の 間 に 毛 屑 が 噛 み 込 ま れ る こ と に 起 因 す る 切 断 不 良 の 発 生 を 確 実 に 解 消 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 基 体 プ レ ー ト ２ ５ か ら の 突 出 基 端 ２ ６ ａ を 、 固
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定 刃 ９ の 摺 動 面 １ ７ に 設 け た 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ よ り も 後 方 寄 り に く る よ う に す る と
、 必 然 的 に 、 基 体 プ レ ー ト ２ ５ か ら の 櫛 状 刃 ２ ６ の 前 方 へ の 突 出 寸 法 幅 は 、 従 来 形 態 に 比
べ て 大 き な も の と な る （ つ ま り 、 各 櫛 状 刃 ２ ６ の 前 後 の 長 さ 寸 法 は 、 従 来 形 態 に 比 べ て 大
き な も の と な る 。 ） 。 こ の た め 、 押 さ え ば ね １ １ の 押 圧 力 を 受 け て 、 固 定 刃 ９ の 摺 動 面 １
７ か ら 浮 き 離 れ る 方 向 に 、 櫛 状 刃 ２ ６ が 折 れ 曲 が る お そ れ が 生 じ る 。 具 体 的 に は 、 固 定 刃
９ の 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 摺 動 面 １ ７ で 裏 打 ち 状 に 支 持 さ れ て い な い 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 突 出 基
端 ２ ６ ａ で 該 櫛 状 刃 ２ ６ が 折 れ 曲 が る お そ れ が あ る 。 可 動 刃 １ ０ の 各 櫛 状 刃 ２ ６ の 摺 動 面
２ ９ に 、 凹 部 １ ９ と 連 通 す る 溝 ３ ６ を 刻 設 し た 場 合 に は な お さ ら で あ る 。 か か る 櫛 状 刃 ２
６ の 折 れ 曲 が り を 防 止 す る た め に 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ７ に 示 す ご と く 、 両 刃 ９ ・ １ ０ の
形 状 を ｔ １ ＞ ｔ ２ の 関 係 を 満 た す も の と し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で ｔ １ と は 、 固 定 刃 ９ を 構 成 す る 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 前 端 縁 １ ３ ａ と 、 可 動 刃 １ ０
の 櫛 状 刃 ２ ６ の 先 端 部 ２ ６ ｂ と で 規 定 さ れ る 、 固 定 刃 ９ の 基 体 プ レ ー ト １ ３ か ら の 可 動 刃
１ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 前 方 側 へ の 突 出 寸 法 幅 で あ る 。 ｔ ２ と は 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の
基 体 プ レ ー ト ２ ５ か ら の 突 出 基 端 ２ ６ ａ と 、 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ と で 規 定 さ れ る 、 櫛
溝 ２ ７ の 凹 部 １ ９ 内 へ の 後 方 側 へ の 侵 入 寸 法 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 、 ｔ １ ＞ ｔ ２ の 関 係 を 満 た す よ う に し て あ る と 、 押 さ え ば ね １ １ に よ る 押 圧
力 を 受 け て 反 力 を 生 じ る 部 分 か ら 突 出 基 端 ２ ６ ａ ま で の 距 離 を 可 及 的 に 短 く で き る の で 、
該 突 出 基 端 ２ ６ ａ で 櫛 状 刃 ２ ６ が 折 れ 曲 が る の を 効 果 的 に 防 ぐ こ と が で き る 。 こ の 点 に つ
い て 、 図 ８ を 使 っ て さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。 図 ８ （ ａ ） は 、 ｔ １ ＞ ｔ ２ の 関 係 を 満 た す 場
合 （ 本 実 施 形 態 の 場 合 ） 、 図 ８ （ ｂ ） は ｔ １ ＜ ｔ ２ の 関 係 を 満 た す 場 合 を 示 し て い る 。 同
図 に お い て 、 符 号 ４ ０ は 押 さ え ば ね １ １ の 押 圧 力 を 受 け て 反 力 （ 白 抜 き 矢 印 ） を 生 じ る 反
力 起 点 （ こ こ で は 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 １ ３ ａ と 仮 定 す る ） を 示 し て い る 。 同 図 よ り わ か
る よ う に 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す 形 態 で は 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す 形 態 よ り も 突 出 基 端 ２ ６ ａ か ら
反 力 起 点 ４ ０ ま で の 距 離 を 短 く す る こ と が で き （ ｄ １ ＜ ｄ ２ ） 、 し た が っ て 図 ８ （ ａ ） に
示 す 形 態 の ほ う が 、 突 出 基 端 ２ ６ ａ に 加 わ る 押 さ え ば ね １ １ の 押 圧 力 を 小 さ く で き る た め
、 当 該 図 ８ （ ａ ） に 示 す 形 態 の ほ う が 、 図 ８ （ ｂ ） の 形 態 よ り も 、 突 出 基 端 ２ ６ ａ で 櫛 状
刃 ２ ６ が 折 れ 曲 が り 難 く 、 そ の 点 で 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 本 実 施 形 態 で は 、 櫛 状 刃 ２ ６ が 突 出 基 端 ２ ６ ａ か ら 折 れ 曲 が る の を 防 ぐ た め 、 櫛
状 刃 ２ ６ の 形 状 を 、 図 ７ に 示 す ご と く 、 ｔ ３ ＞ ｔ ４ の 関 係 を 満 た す も の と し て い る 。 こ こ
で ｔ ３ と は 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 突 出 基 端 ２ ６ ａ に お け る 幅 寸 法 を 、 ｔ ４ と は 、 凹 部 １ ９ の 前 端
縁 １ ９ ａ に お け る 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の 幅 寸 法 を 示 し て い る 。 こ の よ う に 、 櫛 状 刃 ２
６ の 形 状 を ｔ ３ ＞ ｔ ４ の 関 係 を 満 た す も の と し て い る と 、 先 の ｔ １ ＞ ｔ ２ と し た 場 合 と 同
様 に 、 櫛 状 刃 ２ ６ が 突 出 基 端 ２ ６ ａ か ら 折 れ 曲 が る の を 効 果 的 に 阻 止 で き る 。 つ ま り 、 櫛
状 刃 ２ ６ の 形 状 と し て は 、 こ れ と は 逆 の ｔ ３ ＜ ｔ ４ の 関 係 を 満 た す も の と し て 、 櫛 溝 ２ ７
の 奥 端 部 の 左 右 の 幅 寸 法 を 大 き く 採 る こ と も 考 え ら れ る が 、 そ の 場 合 に は 、 櫛 状 刃 ２ ６ の
突 出 基 端 ２ ６ ａ の 幅 寸 法 が 小 さ く な る た め 、 櫛 状 刃 ２ ６ が 折 れ 曲 が り や す く な る こ と が 避
け ら れ な い 。 そ の 点 、 本 実 施 形 態 の よ う に 、 ｔ ３ ＞ ｔ ４ の 関 係 を 満 た す も の と し て 、 突 出
基 端 ２ ６ ａ の 幅 寸 法 を 大 き く し て あ る と 、 該 突 出 基 端 ２ ６ ａ に お け る 剛 性 を 良 好 に 確 保 し
て 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 折 れ 曲 が り を 効 果 的 に 阻 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 先 と 同 様 に 、 櫛 状 刃 ２ ６ が 突 出 基 端 ２ ６ ａ か ら 折 れ 曲 が る の
を 防 ぐ こ と を 目 的 と し て 、 可 動 刃 １ ０ が 装 着 さ れ る 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ を 、 櫛 状
刃 ２ ６ の 突 出 基 端 ２ ６ ａ よ り も 前 方 寄 り に 配 置 し て 、 該 刃 ホ ル ダ ２ ３ に よ り 櫛 状 刃 ２ ６ の
一 部 を 覆 っ て い る （ 図 ８ （ ａ ） 参 照 ） 。 つ ま り 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ を 、 櫛 状 刃
２ ６ に オ ー バ ー ラ ッ プ さ せ て い る 。 こ こ で は 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ の 前 後 方 向 の
位 置 を 、 固 定 刃 ９ の 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 前 端 縁 １ ３ ａ と 、 凹 部 １ ９ の 前 端 縁 １ ９ ａ と の 間
と し て い る 。 こ れ に よ れ ば 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ に よ り 、 可 動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２
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６ の 突 出 基 端 ２ ６ ａ を 裏 打 ち 状 に 支 持 す る こ と が で き る の で 、 こ れ に よ っ て も 、 該 突 出 基
端 ２ ６ ａ か ら 櫛 状 刃 ２ ６ が 折 れ 曲 が る の を 効 果 的 に 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 ｔ １ ＞ ｔ ２ 、 ｔ ３ ＞ ｔ ４ の 関 係 を 満 た す よ う に 、 固 定 刃 ９ 及 び 可 動 刃 １
０ の 形 状 を 規 定 し た り 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ に よ っ て 櫛 状 刃 ２ ６ の 一 部 を 覆 う よ
う に し て あ る と 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 前 後 の 長 さ 寸 法 を 大 き く し た り 、 櫛 状 刃 ２ ６ に 溝 ３ ６ を 設
け る こ と に 伴 う 可 動 刃 １ ０ の 強 度 低 下 を 抑 制 で き る の で 、 可 動 刃 １ ０ の 厚 み 寸 法 を 増 す こ
と な く 、 そ の 強 度 を 必 要 か つ 十 分 な も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 可 動 刃 １ ０ を 押 さ え ば ね １ １ で 固 定 刃 ９ に 押 し 付 け る 形 態 の 切 断 刃 ユ ニ ッ ト ５ に お い て
は 、 例 え ば 、 髪 質 が 硬 い 対 象 者 の 頭 髪 を 刈 る 際 な ど に 、 切 断 負 荷 が 過 大 と な り 、 可 動 刃 １
０ が 固 定 刃 ９ と の 摺 動 面 １ ７ か ら 浮 き 離 れ て 、 切 断 不 良 を 起 こ す お そ れ が あ る 。 こ う し た
切 断 不 良 を 防 止 す る こ と を 主 目 的 と し て 、 本 実 施 形 態 で は 、 使 用 状 態 に お い て 近 接 対 向 す
る ケ ー ス 壁 ７ と 可 動 刃 １ ０ と の い ず れ か に 規 制 突 起 ４ １ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 図 １ な い し 図 ３ に 示 す よ う に 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 上 面 左 右 に は 半 球 状 の 規 制
突 起 ４ １ を 設 け 、 規 制 突 起 ４ １ と 対 向 す る ケ ー ス 壁 ７ の 前 端 の 傾 斜 面 ７ ａ に は 、 規 制 突 起
４ １ を 左 右 移 動 可 能 に 係 合 案 内 す る ガ イ ド 溝 ４ ２ を 凹 み 形 成 す る 。 可 動 刃 １ ０ の 浮 き 上 が
り を 効 果 的 に 防 止 す る た め に 、 左 右 の 各 規 制 突 起 ４ １ は 、 左 右 の ば ね 受 け 穴 ３ １ よ り も そ
れ ぞ れ 横 外 側 方 に 位 置 し て お り 、 さ ら に 左 右 の ば ね 受 け 穴 ３ １ よ り そ れ ぞ れ 前 方 よ り に 配
置 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 刃 ホ ル ダ ５ 側 の 規 制 突 起 ４ １ が ケ ー ス 壁 ７ で 受 け 止 め ら れ て い る と 、 可 動 刃
１ ０ の 浮 き 上 が り 動 作 を ケ ー ス 壁 ７ で 確 実 に 規 制 し て 、 切 断 不 良 を 解 消 で き る 。 規 定 突 起
４ １ は ガ イ ド 溝 ４ ２ 内 で 移 行 案 内 す る の で 、 可 動 刃 １ ０ を 常 に 平 行 移 動 さ せ る こ と が で き
る 。 こ の こ と は 、 可 動 刃 １ ０ が 蛇 行 す る の を 確 実 に 阻 止 し て 、 毛 髪 を 常 に 適 正 に せ ん 断 で
き る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ９ は 本 発 明 の 別 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 そ こ で は 固 定 刃 ９ の 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 摺 動
面 １ ７ の 前 端 部 に 刻 設 し た 凹 部 １ ９ と 連 通 す る 溝 ３ ５ を 、 櫛 溝 １ ６ の 奥 端 部 に 対 し て 非 連
通 と し て い る 点 の み が 、 先 の 図 １ お よ び 図 ７ の 形 態 と 相 違 す る 。 こ れ に よ っ て も 、 溝 ３ ５
を 介 し て 毛 屑 を 凹 部 １ ９ 内 に 逃 が す こ と が で き る の で 、 両 櫛 状 刃 １ ５ ・ ２ ６ の 摺 動 面 １ ７
・ ２ ９ （ 図 ６ 参 照 ） の 間 に 毛 屑 が 噛 み 込 ま れ る こ と に 起 因 す る 切 断 不 良 の 発 生 を 効 果 的 に
解 消 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ０ は 本 発 明 の 別 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 そ こ で は 、 可 動 刃 １ ０ の 基 体 プ レ ー ト ２ ５
の 摺 動 面 ２ ９ に 、 該 可 動 刃 １ ０ が 往 復 摺 動 す る 際 の 摩 擦 抵 抗 の 軽 減 化 を 図 る こ と を 目 的 と
し て 凹 部 １ ９ を 設 け て い る 。 こ こ で は プ レ ス 加 工 に よ り 基 体 プ レ ー ト ２ ５ を 段 付 き 状 に 凹
ま せ る こ と に よ り 、 凹 部 １ ９ を 形 成 し た 。 そ の 他 の 構 成 は 、 先 と 実 質 的 に 同 様 で あ る の で
、 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ １ は 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 そ こ で は 、 可 動 刃 １ ０ が 装 着 さ れ
る 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ に 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 櫛 溝 ２ ７ と 同 形 の 凹 み ４ ５ を 切 り 欠 き 形
成 し て あ る 点 が 先 の 図 １ お よ び 図 ７ の 形 態 と 相 違 す る 。 つ ま り 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ ａ の 前 端 縁
２ ３ ａ を 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 突 出 基 端 ２ ６ ａ よ り も 前 方 寄 り に 配 置 し た う え で 、 該 前 端 縁 ２ ３
ａ に 櫛 溝 ２ ７ と 同 形 状 の 凹 み ４ ５ を 形 成 し て あ る 点 が 相 違 す る 。 こ の 形 態 に よ れ ば 、 櫛 状
刃 ２ ６ の 補 強 効 果 に 加 え て 、 毛 屑 の 上 方 へ の 排 出 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 つ ま り 、 先 と
同 様 に 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 前 端 縁 ２ ３ ａ に よ り 櫛 状 刃 ２ ６ の 突 出 基 端 ２ ６ ａ を 裏 打 ち 状 に 支
持 で き る の で 、 櫛 状 刃 ２ ６ の 折 れ 曲 が り を 確 実 に 阻 止 す る こ と が で き 、 加 え て 、 固 定 刃 ９
を 構 成 す る 基 体 プ レ ー ト １ ３ の 前 端 縁 の 摺 動 面 １ ７ 上 に 毛 屑 が 載 っ た 場 合 で も 、 こ れ を 可
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動 刃 １ ０ の 櫛 状 刃 ２ ６ の エ ッ ジ 部 で こ そ ぎ 落 と し て 上 方 に 掻 き 揚 げ 、 凹 み ４ ５ を 介 し て 外
部 に 排 出 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ の 上 面 左 右 に 半 球 状 の 規 制 突 起 ４ １ を 設 け 、 規
制 突 起 ４ １ と 対 向 す る ケ ー ス 壁 ７ の 前 端 の 傾 斜 面 ７ ａ に 、 規 制 突 起 ４ １ を 左 右 移 動 可 能 に
係 合 案 内 す る ガ イ ド 溝 ４ ２ を 凹 み 形 成 し て い た が 、 こ れ と は 逆 に 、 ケ ー ス 壁 ７ の 前 端 の 傾
斜 面 ７ ａ に 、 規 制 突 起 ４ １ を 設 け 、 刃 ホ ル ダ ２ ３ に ガ イ ド 溝 ４ ２ を 形 成 し た 形 態 で あ っ て
も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 電 気 バ リ カ ン の 内 部 平 面 図
【 図 ２ 】 電 気 バ リ カ ン の 外 観 図
【 図 ３ 】 電 気 バ リ カ ン の 縦 断 側 面 図 で あ り 、 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 電 気 バ リ カ ン の 縦 断 側 面 図
【 図 ５ 】 切 断 刃 ユ ニ ッ ト の 分 解 平 面 図
【 図 ６ 】 図 ３ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図
【 図 ７ 】 要 部 の 平 面 図
【 図 ８ 】 固 定 刃 お よ び 可 動 刃 の 形 状 を ｔ １ ＞ ｔ ２ を 満 た す も の と し た こ と に よ る 利 点 を 説
明 す る た め の も の で あ り 、 （ ａ ） は ｔ １ ＞ ｔ ２ の 関 係 を 満 た す 場 合 、 （ ｂ ） は ｔ １ ＜ ｔ ２
と し た 場 合 を 示 し て い る 。
【 図 ９ 】 固 定 刃 の 別 実 施 形 態 を 示 す 要 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 可 動 刃 の 別 実 施 形 態 を 示 す 要 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 可 動 刃 の 別 実 施 形 態 を 示 す 要 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
１ 　 本 体 ケ ー ス
５ 　 切 断 刃 ユ ニ ッ ト
７ 　 ケ ー ス 壁
９ 　 固 定 刃
１ ０ 　 可 動 刃
１ １ 　 押 さ え ば ね
１ ３ 　 固 定 刃 の 基 体 プ レ ー ト
１ ３ ａ 　 基 体 プ レ ー ト の 前 端 縁
１ ５ 　 固 定 刃 の 櫛 状 刃
１ ６ 　 固 定 刃 の 櫛 溝
１ ７ 　 固 定 刃 の 摺 動 面
１ ９ 　 凹 部
１ ９ ａ 　 凹 部 の 前 端 縁
２ ３ 　 刃 ホ ル ダ
２ ３ ａ 　 刃 ホ ル ダ の 前 端 縁
２ ５ 　 可 動 刃 の 基 体 プ レ ー ト
２ ６ 　 可 動 刃 の 櫛 状 刃
２ ６ ａ 　 可 動 刃 の 櫛 状 刃 の 基 体 プ レ ー ト か ら の 突 出 基 端
２ ７ 　 可 動 刃 の 櫛 溝
２ ９ 　 可 動 刃 の 摺 動 面
３ ５ 　 固 定 刃 に 形 成 さ れ た 凹 部 と 連 通 す る 溝
３ ６ 　 可 動 刃 に 形 成 さ れ た 凹 部 と 連 通 す る 溝
４ １ 　 規 制 突 起
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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